予算要求資料
平成27年度9月補正予算　　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名　新美濃和紙ブランド価値向上戦略構築事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　商工労働部　地域産業課　地場産業係　電話番号：058-272-1111（内 3095）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11355@pref.gifu.lg.jp　　　　　　　　　　　　　　　　
１　事業費　　  補正要求額　1,328千円（現計予算額：0千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計
予算額
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正

要求額
	1,328
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,328

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（1） 要求の趣旨（現状と課題）
県と美濃市はユネスコ無形文化遺産登録を契機に美濃和紙産地活性化へ
の取り組みを一層強化するために６月１０日に「美濃和紙活性化会議」を開
催し、関係者や外部有識者等による議論を実施している。そうした議論、意
見交換の中で、縮小する需要の開拓・拡大が産地最大の課題であり、後継者
の育成や技術の伝承・保存、地域の活性化等、全ての課題につながる解決す
べき課題であることを産地関係者の多くから改めて確認できた。しかし、長
年の課題であるこの問題を克服することは容易でなく、事業者の個別の取り
組みだけで良い方向に向かうことはなかなか難しい。

ついては、この機会に、活性化の鍵となる需要拡大のための策として美濃
和紙のブランド力の向上について事業者が自ら考え、産地全体で取り組んで
いくために、外部専門家の知見を活かして、美濃和紙ブランド価値向上戦略
の策定に取り組む。
（２）事業内容
　　美濃和紙事業者と県、市で「美濃和紙ブランド価値向上研究会」を設置し、
外部専門家のアドバイスや、研究会での議論を通じて、美濃和紙の需要拡大
に向けて、事業者の意識改革を図るとともに美濃和紙のブランド価値向上の
ための方向性を明確化し、産地全体で取り組んでいくため、「美濃和紙ブラ
ンド価値向上戦略」を策定する。
　　　○研究会設置　平成２７年１１月

　　　○研究会開催　平成２７年１１月～２８年３月（５回）

　　　○平成２８年３月にブランド価値向上戦略策定予定

（３）県負担・補助率の考え方

　　　・県10/10

（４）類似事業の有無
無し
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報償費
	750
	外部専門家謝金

	旅費
	495
	費用弁償、業務旅費

	需用費
	48
	事務消耗品、会議用お茶

	その他
	35
	通信運搬費

	合計
	1,328
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（1） 各種計画での位置づけ
岐阜県成長・雇用戦略　

６　戦略を推進するための基盤づくり　（３）販路拡大・海外展開
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
海外市場を中心に販路を拡げ、３年後の製造品出荷額を２０％向上させる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	製造品出荷額
	（H　）
	（H  ）
	（H  ）
	587億円
（H25）
	700億円
（H29）
	％
　　－


○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　




	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	本美濃紙を含む「和紙：日本の手漉和紙技術」がユネスコ無形文化遺産に登録されたことで、低迷する産地活性化の千載一遇のチャンスが訪れているが、事業者の大半が中小零細であり、財政基盤がぜい弱であることから、美濃和紙の更なる知名度向上及び需要拡大への支援が必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	　

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	外部専門家のコーディネートによる研究会での議論を通じて、美濃和紙の需要拡大に向けた、事業者の意識改革が図られるとともに、ブランド価値向上のための方向性を明確化し、産地全体で取り組んでいくことで、美濃和紙の更なる知名度向上及び需要拡大が図られる。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
美濃和紙を取り巻く５つの課題（「需要の拡大」「ブランド力向上」「後継者の育成」「原材料の確保」「地域の魅力向上」）のうち、最重要課題である「需要の拡大」に有効な戦略の策定が必要である。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

策定した戦略の着実な実行を促すべく、事業者の取り組みについて、美濃和紙活性化会議及び美濃和紙ブランド価値向上研究会において適切なフォローアップを行っていく。


